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コロナ下でもご近所のつながりを 

－今年度の自治会総会－ 
  

シジュウカラのツピーツピーのさえずりがに

ぎやかで、救急車のサイレンの音が気になる 4

月 18日、2021年度の自治会総会が西部地域セ

ンターで開かれました。 

昨年と同様、予定した事業の実施が危ぶまれ

る状況ですが、全議案が承認されました。出席

者は 32名。新しく選出された役員は次のとお

りです。退任された皆さまご苦労様でした。 

会長   広瀬 新平（コープ野村担当） 

副会長  五十嵐 優子（文化レク担当） 

副会長  野見山 修蔵（防災防火担当） 

副会長  栗沢 圭子（福祉・総務担当） 

会計   瀬古 健 

会計監査 山本 純子 

1地区  村上 裕子（環境美化） 

1地区  吉田 英（環境美化） 

2地区  滝ケ崎 靖弘（福祉・総務） 

2地区  木下 みづ紀（福祉・総務） 

3地区  高沼 薫（文化レク） 

3地区  小林 政輝（文化レク） 

4地区  岩﨑 達郎（防災防犯） 

4地区  道又 一成（防災防犯） 

5地区  齋藤 るり子（環境美化） 

5地区  鈴木 真人（環境美化） 

5地区  平井 清晃（環境美化） 

顧問  加藤吉子 

※自主防災会役員は全役員が兼務 
  

なお、議案で提案した氏名がご家族で入れ替

わっている方がいらっしゃいます。事前の確

認が不十分でした。お詫びして訂正します。 

 

社協の補助金決定 

申請していた社会福祉協議会の「地域福

祉活動補助金」50,000円が承認されまし

た。遊歩道再生事業に充当します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出産のお祝い 

自治会から出産のお祝いをお渡ししまし

た。元気に大きくなってください。 

３地区 黒﨑勇真（ゆうま）ちゃん 

        2021.3.9 生まれ 
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２０２１年度専門部の責任者 
   

ガーデニング部長 西原 聖 

福祉健康部長   鷲嶺 昭子 

文化レク部長   池田 正二 

ごみ対策部長   里見 恵子 

資源回収について 

4 月 6 日の資源回収は 1,310kg でした。量

が多かったので遊歩道の西側の地域は回収

時間が少し遅くなりました。なお、4 月から

コスモス 4 班も主催者に加わりました。 

遊歩道合同清掃のお知らせ 

5 月はお休みし、6 月は 6 日（日）9 時か

らです。 

遊歩道に夏の花を 

花壇の花を冬の花から夏の花に植え替え

ます。多くの方のご協力をお願いします。 

なお、シャベル、手袋は自治会で用意しま

す。また、参加者にはお花 1 株とチューリッ

プ球根（堀上げたもの）を進呈します。 

おとうさん、おかあさん、こどもたちも来

てね。 

5 月 16 日（日）9 時～ 冬の花の片付け 

6 月 6 日（日）9 時 30 分 夏の花植え付け 
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悩みの野良猫対策 

アンケートから 
  

昨秋、遊歩道再生案と同時に「野良猫対策」

のアンケートを実施しました。遅くなりました

が報告します。回答者は 28 人ですがほぼ全体的

な傾向や意見が示されていると思われます。 
  

【野良猫の被害】 

〇排泄物（フン、おしっこ）、吐瀉物－14 人 

〇車にひっかき傷、汚れ－4 人 

〇爪研ぎで網戸や置物に傷、植木が枯れた－3 人 

〇飼い猫にのみを移していくのでは－1 人 

〇屋根を歩き回り気分が悪い(猫アレルギーあり) 

 ※きれいにしている庭を糞だらけにされ怒り

心頭の人も 

【野良猫にエサを与える人】 

〇決まった時間、場所であたえるのは良い 

〇「餓死させろ」なんて絶対思わない 

〇エサをあげている人の気持ちもわかる－3 人 

〇自分勝手、自己満足、無責任－6 人 

〇居つく原因になる 

〇手術をし、後片付け、掃除するならよい 

〇HAS の活動な

ら良いが一般の

人は不可 

〇自分で飼えな

いからエサをや

りにくる。それ

が迷惑をかける

という自覚を 

〇かわいいなら自宅で飼えば良い 

【地域猫構想】 

〇反対。管理は困難－9 人 

〇良い。必要－9 人 

〇猫は家の中で。増えすぎない方がよい 

【野良猫をなくすためには】 

〇エサをやる人がいる限り難しい 

〇野良猫はどんなことをしてもなくならない。

ネコと人間の共生を考えた方が良い 

〇ＨＡＳや保護施設にお願いするしかない 

〇手術や見守りで長いスタンスでなくす 

〇野良猫の問題は専ら排泄物。今いる猫は積極

的に避妊・去勢、餌やりの適正な管理を 

≪感想≫ 

市は数年前まで「野良猫にエサをあげることは

良いことです。ただし、周囲の人の理解を得る

ように」という趣旨のポスターを用意、ひんし

ゅくをかいました。現実を見ていないのです。 

岩合光昭の「世界ネコ歩き」ではないけれど猫

が大好きな人がほとんどです。でも都会の野良

猫は別。人間側の勝手な都合で捨てる人が多い

のです。これが地域の不和を生じさせます。 

動物愛護の精神でどうしたら野良猫をなくする

ことができるか。コロナが収まった頃にＨＡＳ

の人と相談の場を持ちたいと思います。 

（1地区） 

お花畑になった旧渡辺宅跡 

自治会の「ホームページ」ができました！ 
  

昨年の自治会アンケートで、自治会だよりや

ポスターは古い、スマホやパソコンを使った広

報をという声が多くありました。この度、瀬古

さんに自治会のホームページを立ち上げてい

ただきました。活用方法などのご意見をお寄せ

下さい。 seko1240.sakura.ne.jp/mae4/ 

外猫を増やさないために 

ＨＡＳ代表 浅木修子 
  

ハスは 30 年前から東久留米市を中心に猫

の里親探し、保護活動を行っているボランテ

ィア団体です。前沢四丁目では 2009 年に最初

の相談があり、以降連絡の都度向かい捕獲、避

妊していました。2019 年に久しぶりに伺った

ところ、随分増えていました。それから現在ま

で見回りと避妊の調査のため餌やりをし、捕

獲しています。2009 年から現在まで 71 匹を

手術し、子猫は少なくとも 16匹保護しました。 

外猫 1 匹は、放置すると 2 年で 30 匹くら

いに増えます。エサを与えなくても生き残っ

た猫が繁殖し確実に増えます。避妊手術をす

ることが増やさない一番の方法です。外猫を

増やさないために情報などお寄せいただけた

らと思います。 


